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開催日時  令和2年12月12日（土）18:00～20:30 

開催場所  WEB会議（ZOOM） 

会議名  令和２年度第６回理事会 

出席者 
川 雅弘、河村岳樹、中瀬浩司、小島徹也、明間順子、藤田康平、杉谷武人、西田裕希、 
藤田講志、鍵野将平、宮武和也、藤田純、宮井良太、佐々木昌平（以上、理事） 
島 美加（以上、監事） 

欠席者  桐竹清文（以上、監事） 

定刻において議長より開会が宣言され、本理事会は理事14名の出席があり、 
定款第31条における過半数の定足数を満たし、適法に成立している旨が報告された。 

議　長  川 雅弘  書　記  明間順子 

議事概要 

議題1　　報告事項 
　1．会長より 
　2．事務局・各部・委員会事業報告（10月～11月） 

および事業計画（12月～11月） 
　　　　　3.　次年度事業計画立案について 
議題2　検討事項 
　　 １．研修会開催方法基準について 
　　　２．第42回近畿作業療法学会について  

議題3　その他  
 
 

報告事項 

１．会長より 
　　・４７都道府県委員会（臨時）の報告 
　　　　作業療法士協会の課題 
　　　　日本OT協会の組織体制を変更する予定 
　　　　現在の組織であると理事の負担が大きい 
　　　　会長・副会長・常務理事・業務執行理事 
　　　　　⇒事務局⇒各部委員会 
　　　　事務局強化していく 
　　　　福祉用具対策委員会⇒生活環境支援推進室 
　　　　MTDLP会連携支援室⇒MTDLP室 
　　　　地域包括ケアシステム推進委員会⇒特設委員会として延長 
　　　　運転と作業療法委員会⇒特設委員会として延長 
　　　　今後協会の動きを見ながら、今後当会も名称変更等を必要時検討する 
 
2．事務局・各部・委員会事業報告（10月～11月） 
　事務局　　現在会員数　462名　休会員12名 

　　　　　〇財務部：会議開催（中間決算）　未納者18名現在12名程になっている 

　　　　　〇福利厚生部：会議開催 

　　　　　　　　　　　 

学術部　　　県学会　令和2年12月6日～12日　WEB開催 

　　　　　　　無事終了した 

　　　　　　　参加登録者180名程　毎日60名程　延べ人数500名程 

　　　　　　　今後アンケートをとっていく予定 

　　　　　　　企画自体は充実した。労力的には大変だったが、運営スタッフは楽しく

で 

きたように思う。 

　MTDLP　　　基礎研修　yahooパスマーケット利用　支払い方法はトラブルなかった 
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　　　　　　近畿OT連絡協議会　会議開催あり 

　　　　　　　MTDLP書き方研修実施予定 

　　　　　　　近畿リーダーは次年度より佐々木OTになった 

　　　　　　　Yahooパスマーケットについて、現時点でyahooIDは会で１つのみ 

　　　　　　　開催日時を重ねないようにして頂ければ、１つでも対応可能 

　　　　　　　MTDLPと教育部で注意してください。 

教育部 

　生涯教育制度運営委員会 

　　　事業報告：とくになし 

　　共通研修：WEB開催予定 

　　選択研修：会員限定で今年度は開催 

　　　　　　　次年度は他府県も参加する 

　　　　　　　参加申込時に会員確認が事務局に連絡がくるので対応お願いします。 

広報部 

　IT委員会　きよひめ年3回が1回になった。 

　　　　　　　活動報告をホームページにアップしていく予定 

　　　　　　　理事会議事録も掲載してもらう 

　普及啓発委員会　新聞広告　読売新聞と毎日新聞に掲載予定 

　　　　　　　　　毎日新聞の締め切り確認ください 

 

事業部⇒会議開催 

　　　　訪問リハ実務者研修会への運営協力 

 

制度対策部 

　　情報収集実施 

　　訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ人員基準新設における緊急署名活動協力依頼実施 

　　日本OT協会より報告⇒188035名の署名が集まった⇒厚生労働大臣に提出済み 

 

子ども支援委員会 

　　事業報告はとくになし 

　　WEB会議開催予定 

 

認知症の人の生活支援推進委員会 

　　認知症アップデート研修会⇒オンラインで開催 

　　　 

自動車運転と移動支援推進委員会 

　教習所副管理者向け講習会　講師派遣 

　近畿OT運転事業　研修会開催予定　令和3年2月28日（日）10:00～12:00 

 

地域包括ケアシステム推進部 

　資料参照 

　　その他　情報提供として県主催の介護サービス事業所向け研修会　OT講師となった 
　　和歌山県がOTに講師を依頼した経緯は？ 

　　　和歌山県大分にPT・OT視察　県独自の取り組みのために研修会に行った人に声が 

かかった様子 

　住環境・福祉機器支援推進委員会 

　　資料参照 

 

　圏域統括部　 

　会議開催 
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OTトップリーダー研修会　 

　令和3年2月28日（日）に予定していたが、土曜日の夜や平日の夜はどうか？ 

　施設長に参加してもらう必要あるため 

　オンラインで2時間にて開催予定なので土日の昼間ではなく土曜夜ではどうか？ 

　内容：会長・各部からの報告 

　　　　報告したい部委員会は今年中に連絡ください。 

　2月27日（土）に開催予定とする。詳細は委員会にて決める 

　　 

　災害支援事業委員会 

　　和歌山JRAT協力金がOTは60000円（PT・OT・ST・リハ医の会員数を参考に計算） 

　 

　テクノロジー推進委員会 

　　　協議会開催 

 

　その他： 

①近畿作業療法士連絡協議会より　 

次世代リーダー育成研修　3月22日（月）19:00～20:00開催 

以前に名前があがった方に伝える 

　　 

　　　②日本作業療法士協会　生涯教育システムが進んでいない 

　　　　手帳の移行が出来ていない状況 

　　　　その他認定作業療法士　事例報告にかわる試験を各士会にて実施できないか 

　　　　　　　　　　　　　　マニュアルできてからの検討になる 

 

３．次年度事業計画 

　基本的に会議についてはオンラインZOOMを利用することになるだろう 

　研修会をどのような形でするかは状況によって検討は必要 

　 

　・県学会：会場予約している。対面でするかは状況に応じる 

　 

　・認知症アップデート研修のステップアップ研修を開催していきたい 

　　　京都府を参考にする 

　　　知症アップデート研修①⇒今までの研修 

　　　技術研修②～④を追加して実施していく 

　　また認知症の生活工夫集を作成していく予定 

　　アップデート研修ではオンライン配信も検討する 

　また委員会の編成や人員をふやしていきたい 

　　　⇒協力して頂ける理事や会員がいましたら教えてください。 

 

・和歌山リハビリテーション専門職大学　開校予定 

　　報告があり、学長より連絡あり、作業療法の認知度があまりにも低い 

　　啓発活動も職能団体としての役割の一つ 

　　今後啓発をしていく必要がある 

　　認可が遅れたこともあるがOTの出願者も少ない 

　　広報部　啓発グッズ作成⇒今年度パンフレット作成予定 

　　　　　　ポスター等はホームページデザイン会社⇒デザイン検討をお願いする予定 

 

　　※ホームページを頼んだ会社でパンフレット等のデザインを考えてくれるのか？ 

　　　考えてくれるとおもうが現時点で依頼していない。値段等は不明。 

　　　デザイン会社に頼むと高いかもしれない。情報収集する。 
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　・テクノロジー推進委員会⇒試作機を作成し、施設で試用していく予定 

　　　　　　　　　　　　　トイレ見守りロボット 

 

検討事項 

１．研修会開催方法基準について 
　今年度オンラインのみで開催⇒参加者が少ない 
　　　　　　　　⇒運営スタッフが集まることでの感染リスク 
　　　　　　　　⇒開催の基準が必要ではないか 
　感染状況において　対面開催かWEB開催お決定する 
　兵庫県では基準を設けている。それを参考に和歌山も作成してはどうか。 

 
運営スタッフが集まるリスクは？ 

　WEB開催時には運営スタッフはどれくらいの人数でできるか 
　3名くらいで出来るのではないか？ 
　感染拡大予防の観点が必要 
　県学会ではどうだったか？⇒今回の企画では6名が必要だった 
　人数が決まっていれば、その人数での対応も可能 
 
　兵庫のように決める必要はある 
　和歌山3区分くらいで検討 
　対面　オンライン　集める人数は２～５名など幅を持たせて 
　企画によって人数が変わってくる 
　講義のみの研修会であれば少ない運営スタッフで可能 

　　　シンポジウム等では人数が必要 
　　　ある程度人数の幅をもたせておいて欲しい 
 
　開催をどのようにするのか（対面・オンライン）を決めて欲しい 
　タイミング（いつまでに決めるか等） 
　 
　今年度検討し、次年度より決めていく 
　兵庫県は教育部が作成している⇒和歌山県は事業部で検討 
　　一度事業部で作成して欲しい　次回の理事会までに 
 
　オンラインによって参加者が少ない 
　　⇒オンライン＝参加者が少ないではない 
　　　広報の仕方　県学会の広報は手をかけたこともあり、参加者が多かった 
　　　広報媒体や広報時期等の要因もあると考えられる 
　　　広報のタイミングはもっと早くする 

　２．第42回近畿作業療法学会について  
　　　　学会長⇒尼寺先生はどうか？依頼してみる 
　　　　実行委員長⇒明間順子 
　　　　　　　　　　鍵野理事も協力 

その他 

今回より理事会資料はGoogleドライブ使用した。 
使用してみてはどうであったか？ 
　⇒とくに問題なく使用できた 
　　その他委員にもURLを送付し、記入してもらうことでスムーズであった。 
 
　理事会のフォルダをGoogleドライブで作成し、今後その中に理事会関係の資料を入れ
るようにしていく。 
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備　考 

令和２年度第7回理事会（拡大理事会） 
1. 開催日時：令和2年2月13日（土）18:00～ 
会場：ZOOMにてWEB会議 

予定議事：12-1月事業報告・2-3月事業計画 
　　　　　その他検討事項 
　　　　　各部委員会の次年度事業予算計上 
理事会参加者：理事、監事予定　　　　 


